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「まちづくりに関する市民意識調査」の結果をお知らせします

　現在、市においては、これから10年間のまちづくりの基本的な方向性を定めることを目的とし
た「西条市総合計画」の策定に向けて準備を進めています。
　策定にあたって、市民の皆様のご意見やお考えを広くお聴きし、できるだけ計画に反映させる
ため、６月に「まちづくりに関する市民意識調査」を実施しました。その結果がまとまりました
ので、主なものを公表いたします。
　皆様からの貴重なご意見は、総合計画を策定するにあたり、今後大いに役立ててまいります。
ご協力ありがとうございました。
　なお、すべての集計結果については、市庁舎本館総務課（情報公開総合窓口）、各総合支所総
務課、市のホームページで閲覧することができます。

■調査のあらまし
　18歳以上の市民の中から無作為に抽出した5,000人を対象に、６月６日から20日までの期間
に調査票を郵送し、回答していただきました。
　ご協力いただいた回答者数は2,088人で、回収率は41.76％でした。

■問合せ　市庁舎本館４階　企画課企画調整係　TEL0897－56－1244

○「水と自然に恵まれたまち」との回答が、総回答数5,424のうち1,787と約３分の１を占めていました。環境保全分
野の満足度調査（３ページ）においても、「自然環境・水資源の保全状況」に対する市民の評価が高くなっていま
す。

○地域別にみても、回答数の多い項目はどの地区においても多い傾向にあるようです。ただし、「歴史と文化を誇る
まち」については西条地区と小松地区が比較的高く、「おいしい食べ物に恵まれたまち」については東予地区と丹
原地区が比較的高くなっています。

西条市というまちについて、どのようなイメージを浮かべますか？［総数：5,424　複数回答：３つまで］
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水と自然に恵まれたまち

安全で暮らしやすいまち

温かみのあるおだやかなまち

歴史と文化を誇るまち

おいしい食べ物に恵まれたまち

明るく元気のあるまち

産業が盛んなまち

教育に熱心なまち

その他

わからない

無回答

西条地区 東予地区 丹原地区 小松地区 無回答
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市の現在の施策に対する満足度は？ 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

■市の福祉・保健分野の施策に対する満足度は？

■市の環境保全分野の施策に対する満足度は？

■市の生活基盤整備分野の施策に対する満足度は？
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市の現在の施策に対する満足度は？ 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

■市の教育・文化分野の施策に対する満足度は？

■市の産業振興・育成分野の施策に対する満足度は？

■市の市民参加・コミュニティ分野の施策に対する満足度は？
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これから、どのような施設を充実させるべきか？ これからの西条市は、
　　　　　　どういう施策に力を入れるべきか？

これからの西条市が、どのようなまちになればいいと思いますか？

87

12

33

313

336

385

392

518

753

759

1,109

1,123

0 200 400 600 800 1,000 1,200

自然環境が豊かなまち

元気で安心して暮らせるまち

教育環境が充実したまち

防災・防犯が行き届いたまち

商業が盛んなまち

歴史・文化の香りが高いまち

観光を楽しめるまち

農林水産業が盛んなまち

工業が盛んなまち

わからない

その他

無回答

（上位10項目）（上位10項目）

○「高齢者福祉施設」が838ともっとも多く、右の問いと同
様の結果となりました。

○昨年の災害の経験から「避難所などの防災施設」の充実を
望む声も多くなっています。

○身近な小公園、生涯学習施設や図書館などへの要望も多い
です。

○「自然環境が豊かなまち」、
「元気で安心して暮らせるま
ち」の回答が比較的多いよう
です。満足度評価で満足度の
高いものほど上位にランクさ
れていました。

○満足度評価で評価が高かった「高齢者福祉や介護サービ
スの充実」が、高齢社会到来への不安感からか、1,031で
もっとも多い結果となりました。

○その他の項目については、満足度評価で満足度の低いもの
が上位にランクしていました。
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９
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
27 

日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
条
例
案
・
各
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
が
上
程
・
審
議
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

西
条
市
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
２
４
条
の
規

定
に
基
づ
い
て
分
担
金
を
徴
収
し
、

西
条
市
が
行
う
が
け
崩
れ
防
災
対

策
事
業
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

各
公
の
施
設
設
置
お
よ
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

第
３
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
指

定
管
理
者
」
に
、
公
の
施
設
の
管

理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
文
化
会
館
な
ど
該
当
す
る
施

設
に
つ
い
て
、
所
要
の
条
例
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
同
一
敷
地
内
の
別
館
を

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

支
援
室
な
ど
へ
転
用
・
整
備
し
、

供
用
を
開
始
す
る
た
め
の
所
要
の

条
例
改
正
を
併
せ
て
行
お
う
と
す

る
も
の
。

西
条
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
法
、
消
防
法
施
行
令
な
ど

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
住
宅
用
防

災
警
報
器
等
の
設
置
お
よ
び
維
持

に
関
す
る
基
準
な
ど
、
所
要
の
条

例
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
３
回
）

〇
補
正
額　

３
億
６
９
５
３
万
円

〇
補
正
後
の
予
算
額
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６
８
億
８
３
３
８
万
円

　

補
正
額
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
防
災
対
策
の
強
化
】

・
地
域
防
災
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

・
総
合
防
災
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
３
万
円

・
孤
立
地
区
対
策
緊
急
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
０
万
円

【
環
境
保
全
対
策
】

・（
仮
称
）東
部
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
９
７
３
万
円

【
保
健
・
福
祉
の
充
実
】

・
心
身
障
害
児（
者
）施
設
整
備
事

業
費
補
助
金　

２
０
０
０
万
円

・
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

補
助
金　
　
　

１
２
５
０
万
円

・
子
育
て
総
合
相
談
窓
口
開
設
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

21
万
円

【
商
工
・
観
光
の
振
興
】

・
西
条
「
水
と
食
」
旬
彩
カ
レ
ン

ダ
ー
作
成
事
業　

２
０
０
万
円

・
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
ｉ
ｎ
石
鎚

開
催
事
業　
　
　

２
０
０
万
円

・
市
民
の
森
梅
ま
つ
り
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
３
万
円

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】

・
地
域
農
業
生
産
流
通
体
制
整
備

事
業　
　
　
　

１
９
７
５
万
円

・
21
世
紀
型
農
業
産
地
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
６
万
円

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
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３
万
円

・
木
製
魚
礁
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
万
円

・
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
費
補
助

金　
　
　
　
　
　

４
２
２
万
円

・
県
営
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金

　
　
　
　
　

１
億
２
１
５
２
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

・
県
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事
業
費
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

９
１
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円

・（
仮
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）東
予
港
港
湾
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
設
立
準
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
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円

【
文
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・
体
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の
振
興
】

・
永
納
山
城
跡
国
史
跡
指
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

65
万
円

・
次
世
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育
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支
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ス
ポ
ー
ツ
事
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４
万
円

【
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】

・
地
域
省
エ
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ル
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ジ
ョ
ン
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定
等
事
業　
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一
般
会
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回
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１
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円
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後
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予
算
額
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億
２
８
８
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万
円

【
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
防
止
対
策
】

・
ア
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ベ
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対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
５
５
１
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
・
介
護
保
険

事
業
勘
定

〇
補
正
額　
　
　

５
８
１
８
万
円

〇
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

74
億
２
１
４
万
円
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水
道
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計

〇
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１
５
６
４
万
円

〇
補
正
後
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予
算
額
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９
１
２
１
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

〇
補
正
額　
　
　
　

４
２
２
万
円

〇
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

45
億
７
４
６
２
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

〇
補
正
額　
　
　
　

９
０
８
万
円

〇
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
０
１
０
万
円

本
谷
温
泉
事
業
特
別
会
計

〇
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正
額　
　
　
　

１
１
６
万
円

〇
補
正
後
の
予
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額

　
　
　
　
　
　
　

９
１
２
３
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円

畑
地
か
ん
水
事
業
特
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会
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〇
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正
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１
２
２
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〇
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３
８
８
１
万
円

■川原家（北条）
　第１世代：川原コメ
　第２世代：川原秀作・桂子
　第３世代：川原洋一、康史
■平木家（北条）
　第１世代：平木延子
　第２世代：平木シズ子
　第３世代：平木稔・惠美子
　第４世代：平木瑞恵

（敬称略）

　このたび、次のご家族が「えひめ家族
賞」を受賞されました。
　えひめ家族賞は、長寿者と共に３世代
以上が同居し、健やかな家庭生活を営ま
れているご家族に対して県から贈られる
ものです。

おめでとうございます

えひめ家族賞
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の情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support
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市
で
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン

タ
ー
別
館
整
備
に
伴
い
、
新
た
に

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
を
４
室
、
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
を
10
区
画
増
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

新
た
に
増
設
す
る
別
館
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
室
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
と

あ
わ
せ
て
、
本
館
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
室
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
産

業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
（
商
工
振

興
課
産
業
情
報
係
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
は
新
事
業

の
創
出
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

企
業
な
ど
が
使
用
す
る
事
業
場
と

し
て
提
供
す
る
施
設
で
す
。

募
集
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

〇
本
館
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　

第
５
・
８
・
11
・
12
の
４
室

〇
別
館
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室

　

第
13
・
14
・
15
・
16
の
４
室

※
第
12
へ
の
入
居
は
、
平
成
18
年

４
月
１
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
の
仕
様
等

〇
面
積　

20
平
方
㍍
～
45
平
方
㍍

〇
月
額
使
用
料

　

９
２
０
０
円
～
２
万
８
０
０
円

○
共
益
費　

２
０
０
０
円

〇
保
証
金　

室
料
の
２
カ
月
分

〇
駐
車
場
使
用
料

　

１
台
分　

月
額
２
０
０
０
円

〇
電
気
・
電
話
使
用
料　

実
費

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
の
特
色

〇
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
万
全
を
期
し
、

24
時
間
利
用
可
能
で
す
。

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
線
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
の
各
種
相
談
・
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

入
居
資
格

〇
技
術
、
人
材
そ
の
他
の
産
業
資

源
を
活
用
し
、
事
業
化
に
取
り

組
も
う
と
す
る
も
の
。

〇
新
た
な
事
業
分
野
へ
進
出
、
研

究
開
発
に
取
り
組
も
う
と
す
る

も
の
。

〇
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
入
居
企
業

が
行
う
研
究
開
発
や
事
業
活
動

を
支
援
す
る
も
の
。

入
居
期
間　

４
年
以
内

※
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
延
長
で
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
は
、
創
業
や

新
事
業
の
創
出
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
個
人
な
ど
が
使
用
す
る
場

と
し
て
提
供
す
る
施
設
で
す
。

募
集
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室

〇
別
館
３
階

　

第
１
～
10
の
10
区
画

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
の
仕
様
等

〇
面
積　

約
８
平
方
㍍

〇
月
額
使
用
料　

５
０
０
０
円

〇
駐
車
場
使
用
料

　

１
台
分　

月
額
２
０
０
０
円

〇
電
話
使
用
料　

実
費

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
の
特
色

〇
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
仕
切
り
の
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

〇
事
務
机
、
椅
子
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
専
用
線
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

〇
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
の
各
種
相
談
・
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

入
居
資
格

〇
創
業
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

〇
創
業
し
て
い
る
も
の
で
、
新
規

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま

た
は
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

も
の
。

入
居
期
間　

２
年
以
内

※
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
延
長
で
き
ま
す
。

入
居
申
込
方
法

　

11
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮
ま
で
に

入
居
許
可
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
て
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
居
決
定

　

審
査
の
上
、
11
月
末
に
決
定
し

ま
す
。

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、新たに増設する「インキュベー
タ室」「ＳＯＨＯ支援室」への入居者募集
についてお知らせします。

産業情報支援センター別館を整備

別館３階
ＳＯＨＯ支援室の平面図

別館４階
インキュベータ室の平面図

新
事
業
の
創
出
を
支
援

創
業
・
新
事
業
の
創
出
を
支
援

第14第13
第3 第2 第1

給湯室 ホール

多目的スペース

第4

第5

第6

第7 第8 第9

第10 第16

第15

ホール
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
費
用
を
補

助
し
ま
す

　

市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
建
築
物

の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

建
築
物
に
対
し
、
専
門
の
分
析
機

関
に
委
託
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

を
実
施
す
る
建
築
物
の
所
有
者
。

〇
ア
ス
ベ
ス
ト
ま
た
は
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
な
ど
の
、

吹
き
付
け
工
法
を
行
っ
て
い
る

建
築
物

〇
延
べ
床
面
積
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
建
築
物

〇
市
内
に
あ
る
建
築
物

■
対
象
と
な
る
調
査

①
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
成
分
検

査
〇
定
性
分
析
（
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
）

〇
定
量
分
析
（
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含

有
量
を
調
べ
る
検
査
）

②
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
個
所

の
浮
遊
粉
じ
ん
測
定
調
査

〇
室
内
の
空
気
中
の
浮
遊
繊
維
状

粒
子
の
計
数
検
査

※
平
成
18
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に

調
査
が
完
了
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
１
０
０
０
円
未
満
は
切
り
捨

て
）
。
各
調
査
の
限
度
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
定
性
分
析
の
み
の
場
合

　

２
万
２
０
０
０
円

〇
定
性
分
析
と
定
量
分
析
の
場
合

　

３
万
８
０
０
０
円

〇
浮
遊
繊
維
状
粒
子
の
計
数
検
査

の
場
合　

１
万
８
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

申
し
込
み
の
前
に
、
市
庁
舎
別

館
の
環
境
課
、
ま
た
は
各
総
合
支

所
の
総
務
課
で
事
前
相
談
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
建
築
物
の
建
築
年
月

や
構
造
が
わ
か
る
資
料
（
設
計
図

書
な
ど
の
図
面
、
施
工
個
所
の
写

真
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
申
し
込
み
時

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
18
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
、

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

■
悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
訪
問
や
電
話
に
よ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
勧
誘
や
、
業

者
へ
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

悪
質
業
者
に
よ
る
調
査
の
ト
ラ

ブ
ル
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

水
・
環
境
保
全
係

TEL
０
８
９
７―
５
２―
１
３
８
２

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
３
１
１
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
２
８
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係　
（
内
線
２
１
３
）

11
月
の
市
税
ご
よ
み

18
日　

市
県
民
税
第
３
期
分
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
分

の
督
促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

消
費
税
の
申
告
と
納
税
、
簡
易

課
税
制
度
の
お
知
ら
せ

　

平
成
15
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
個

人
事
業
者
の
方
は
、
平
成
17
年
分

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
、

平
成
18
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
、

平
成
17
年
分
の
消
費
税
の
申
告
と

納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
方
は
、
速
や
か
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
か
ら
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
っ
た
方
で
、
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
さ
れ
る
方
は
、「
消
費

税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
12
月
31
日
㈯
ま
で
に
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
の
内
容
を
誤
っ
て
提
出
し
て

い
る
場
合
は
、
「
取
下
書
」
を
12

月
31
日
㈯
ま
で
に
、
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
伊
予
西
条
税
務
署

（
TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９

０
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
説
明
会

　

伊
予
西
条
税
務
署
で
は
、
次
の

日
時
・
場
所
で
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
対
象
地
域
を
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
対
象
地
域
以
外

の
方
で
も
、
ご
都
合
の
良
い
日
に

ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象
地
域
・
日
時
・
場
所

〇
旧
西
条
市
内
の
法
人
事
業
者

　

11
月
22
日
㈫

　

10
時
～
12
時

　

総
合
文
化
会
館

〇
旧
西
条
市
内
の
徴
収
義
務
者

　

11
月
22
日
㈫

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

総
合
文
化
会
館

〇
旧
東
予
市
・
丹
原
町
・
小
松
町

の
法
人
事
業
者
・
徴
収
義
務
者

　

11
月
24
日
㈭

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

中
央
公
民
館

■
説
明
会
で
必
要
な
物

　

説
明
会
に
は
、
事
前
に
税
務
署

が
送
付
し
た
封
筒
と
書
類
な
ど
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
０
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す

　

消
防
法
お
よ
び
西
条
市
火
災
予

防
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
、
戸
建

住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

で
発
生
す
る
煙
を
感
知
し
て
警
報

す
る
も
の
で
す
。

　

特
に
、
住
宅
火
災
で
死
に
至
っ

た
原
因
の
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
早
期
に
火
災

を
気
付
か
せ
る
重
要
な
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
。

■
設
置
義
務
化
の
期
日

〇
新
築
住
宅

　

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

〇
既
存
住
宅

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

■
設
置
が
必
要
な
場
所

〇
寝
室
、
階
段
、
廊
下

〇
台
所
（
任
意
設
置
）

※
自
動
火
災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

■
悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
や
消
防
署
で
は
、
火
災
警
報

器
な
ど
の
販
売
や
、
業
者
に
販
売

の
委
託
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
適
正
な
価
格
で
の
販
売
や
、

購
入
を
強
引
に
勧
め
る
悪
質
な
業

者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
消
防
本
部
予
防
課

TEL
０
８
９
７―
５
６―

０
２
５
１

〇
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

TEL
０
１
２
０―

５
６
５―
９
１
１

11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

１
１
９
番
の
日
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
１
１
９
番
通
報
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
安
全
確

保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
１
９
番
通
報
の
際
は
、
次
の

こ
と
を
、
「
落
ち
着
い
て
」
「
は

っ
き
り
と
」
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
何
が
あ
っ
た
か

　

火
災
、
救
急
救
助
、
そ
の
他
の

災
害
か
。

②
発
生
場
所

　

〇
〇
町
〇
〇
番
地
。

③
目
標
と
な
る
建
物
な
ど

　

発
生
場
所
の
近
く
に
あ
る
官
公

庁
施
設
、
学
校
、
ス
ー
パ
ー
、
商

店
な
ど
。

④
通
報
者

　

通
報
し
て
い
る
人
（
あ
な
た
）

の
氏
名
、
電
話
番
号
。

■
携
帯
電
話
で
の
通
報
は
11
月
か

ら
市
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
局

番
な
し
の
「
１
１
９
」
で
通
報
が

で
き
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通
報
を

す
る
と
、
今
ま
で
は
市
外
の
消
防

本
部
へ
つ
な
が
り
、
西
条
市
消
防

本
部
へ
転
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
11
月
か
ら
西
条
市
消

防
本
部
が
直
接
受
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

※
一
部
、
市
の
境
界
付
近
で
は
、

市
外
の
消
防
本
部
へ
接
続
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

〇
電
波
の
状
態
に
よ
っ
て
通
報
が

切
れ
た
り
、
声
が
小
さ
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
通

話
が
切
断
さ
れ
た
場
合
は
、
近

く
の
公
衆
電
話
や
家
庭
の
電
話

か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
走
行
中
の
自
動
車
な
ど
か
ら
の

通
報
は
交
通
違
反
で
す
。
必
ず

安
全
な
場
所
に
駐
車
し
て
か
ら

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
通
報
後
、
消
防
署
か
ら
状
況
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
電

源
を
切
っ
た
り
、
通
話
を
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
変
更
や
執
行
状
況
な
ど
に
つ

い
て
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委

員
の
皆
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
第
３
回
目
と
な
り
、
左

表
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
室

　

地
域
振
興
係（
内
線
２
５
３
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
３
１
４
）

〇
丹
原
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
３
０
）

〇
小
松
総
合
支
所
総
務
課

　

地
域
振
興
係　
（
内
線
２
１
２
）

　秋の全国火災予防運動は、火災が発生しやす
い時季を迎えるにあたり、火災の発生を防止し
て、死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的と
しています。

■運動の重点目標
〇住宅防火対策の推進
〇消火器事故防止対策の推進
〇地域での防火安全体制の充実
〇特定防火対象物などの防火安全対策の徹底
〇小規模雑居ビルなどの消防法令違反対象物の
　危険性の周知徹底

　市消防本部では、ポスターによる啓発や、商
店街での立入検査、事業所対抗の屋外消火栓操
法大会などの行事を計画しています。
　市民の皆さんもこの運動の趣旨を踏まえて、
ご家庭や自治会などで火災予防について話し合
い、なお一層、安全で住みよいまちづくりにご
協力ください。

秋の全国火災予防運動
11月９日㈬～15日㈫

■第３回地域審議会の日時・場所（予定）

西条地区
地域審議会

11月25日㈮
13時30分

東予地区
地域審議会

12月１日㈭
13時30分

丹原地区
地域審議会

12月２日㈮
13時30分

小松地区
地域審議会

11月30日㈬
13時30分

市庁舎本館
５階大会議室

東予総合福祉センター
２階会議室

小松総合支所
２階ホール

丹原総合支所
３階第31会議室

審議会名 日　　時 会　　　場
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下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期

　

11
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
の
納
期
限　
　
　
　

〇
旧
西
条
市
賦
課
分

　

第
３
期　

11
月
30
日
㈬

〇
旧
東
予
市
・
丹
原
町
賦
課
分

　

第
２
期　

11
月
30
日
㈬

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
下
水
道
課

　

業
務
係　
　
　
（
内
線
２
１
１
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し

ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
心
身

に
障
害
が
あ
る
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
、
児
童
を
監
護
す

る
父
親
か
母
親
、
も
し
く
は
養
育

者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

■
支
給
資
格

〇
児
童
が
障
害
を
支
給
理
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
。

〇
児
童
が
20
歳
未
満
で
あ
り
、
法

律
で
定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ

る
こ
と
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
監
護
す
る
人
の
所
得
が
限
度
額

を
超
え
て
い
な
い
こ
と
。

■
支
給
金
額

〇
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合

　

月
額
５
万
９
０
０
円

〇
障
害
の
程
度
が
２
級
の
場
合

　

月
額
３
万
３
９
０
０
円

■
問
合
せ　
　

〇
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係（
内
線
１
３
２
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
・
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
・
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
４
）

屋
外
広
告
業
を
営
む
場
合
は
県

へ
の
登
録
が
必
要
で
す

　

愛
媛
県
屋
外
広
告
物
条
例
と
同

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

７
月
か
ら
県
内
（
松
山
市
以
外
）

で
屋
外
広
告
業
を
営
む
場
合
は
、

県
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

一
定
の
経
過
措
置
規
定
は
あ
り

ま
す
が
、
期
限
ま
で
に
登
録
を
受

け
ず
に
営
業
を
続
け
た
場
合
は
、

罰
金
・
罰
則
・
過
料
の
適
用
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

愛
媛
県
都
市
計
画
課

　

土
地
利
用
調
整
係

TEL
０
８
９―

９
１
２―

２
７
３
５

屋
外
広
告
物
の
表
示
・
設
置
に

は
市
の
許
可
が
必
要
で
す

　

市
内
で
屋
外
広
告
物
を
表
示
・

設
置
す
る
場
合
は
、
事
前
に
市
の

許
可
が
必
要
で
す
。
（
一
定
の
大

き
さ
以
下
の
自
家
用
広
告
物
な
ど

を
除
き
ま
す
）

　

市
の
許
可
を
受
け
た
屋
外
広
告

物
に
つ
い
て
も
、
許
可
を
受
け
て

か
ら
２
年
後
に
は
、
更
新
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
建
設
道
路
課

　

道
路
管
理
係（
内
線
２
７
２
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
建
設
課

　

管
理
係　
　
　
（
内
線
２
２
１
）

〇
丹
原
総
合
支
所
建
設
課

　

建
設
係　
　
　
（
内
線
２
２
２
）

〇
小
松
総
合
支
所
建
設
課

　

建
設
係　
　
　
（
内
線
３
３
４
）

西条市の災害復旧状況をお知らせします
市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙之谷川（小松町湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（丹原町鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙之谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道
　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 35％

平成17年４月６件 45％

平成17年４月10件 35％

平成17年４月７件 45％

平成17年４月３件 35％

平成17年４月１件 100％

平成17年３月16件 60％

平成17年３月40件 50％

平成17年２月13件 60％

平成17年３月２件 65％

平成17年３月６件 75％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 75％

復旧個所（該当地区）

河
　

川

道
　

路

河
　

川

県
工
事
関
係

区分

　平成17年10月１日現在における、災害復旧工事の進
捗状況をお知らせします。
■主な災害復旧工事　右表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（58 件）、河川（90 件）　計 148 件
〇西条市　道路（102 件）、河川（33 件）、農林（547 件）
　　　　　公園（14 件）、その他（12 件）　計 708 件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（37 件）、河川（36 件）　計 73 件
〇西条市　道路（79 件）、河川（47 件）、農林（89 件）
　　　　　計 215 件
■平成17年度10月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（10 件）、河川（２件）　計 12 件
〇西条市　道路（20 件）、河川（１件）
　　　　　農林（16 件）　計 37 件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　233件・75％　〇西条市　960件・45％
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ



フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
模

型
を
展
示
し
ま
す

　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
仕

組
み
が
分
か
る
模
型
や
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
と
は

現
在
、
わ
が
国
で
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
軌
間
可
変
電
車
の
こ
と

で
す
。
こ
の
電
車
は
、
線
路
の
軌

間
（
ゲ
ー
ジ
）
に
合
わ
せ
て
車
輪

の
幅
を
自
動
的
に
変
換
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
実
用
化
さ
れ
る

と
、
新
幹
線
（
標
準
軌
）
と
在
来

線
（
狭
軌
）
と
の
直
通
運
転
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

■
展
示
期
間
・
場
所

〇
東
予
総
合
支
所

　

11
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

〇
丹
原
総
合
支
所

　

11
月
８
日
㈫
～
14
日
㈪

〇
小
松
総
合
支
所

　

11
月
15
日
㈫
～
21
日
㈪

〇
市
庁
舎
本
館

　

11
月
22
日
㈫
～
28
日
㈪

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

企
画
調
整
係（
内
線
２
５
２
４
）

第
１
回

西
条
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
大
会

　

地
域
住
民
の
防
火
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
が
研
究
・
学
習
・
体
験
し

て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
６
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
問
合
せ

　

市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

TEL
０
８
９
７―

５
６―

０
２
５
１

全
国
矯
正
展
（
松
山
会
場
）

　

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
を

は
じ
め
、
パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
な
ど

に
よ
る
矯
正
施
設
の
紹
介
、
受
刑

者
の
文
芸
作
品
展
示
、
各
種
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

展
示
即
売
に
は
家
具
、
縁
台
、

紳
士
靴
な
ど
多
数
出
品
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　

９
時
30
分
～
16
時

※
20
日
は
15
時
ま
で
。

■
場
所　

松
山
刑
務
所（
東
温
市
）

■
問
合
せ

　

松
山
刑
務
所
企
画
部
門

TEL
０
８
９―

９
６
４―

２
３
７
６

■
主
催　

　

法
務
省
矯
正
局
、
㈶
矯
正
協
会

西条市文化講演

日　時　12月４日㈰
　　　　開場：13時30分
　　　　開演：14時
場　所　総合文化会館
　　　　大ホール
受講料　500円（全席自由）

市教育委員会　生涯学習課（市庁舎別館）
　　　　　　　東予分室　（東予総合支所）
　　　　　　　丹原分室　（丹原総合支所）
　　　　　　　小松分室　（小松総合支所）
総合文化会館、丹原文化会館
中央公民館、各公民館

市庁舎別館生涯学習課社会教育係　内線5232
お問い合わせ先

チケット取扱所

〃
〃
〃

講師：草野満代さん
（キャスター）

▲フリーゲージトレインの試験車両

　最近、子どもに関する事件や事故が増えています。特に親
が子どもに対して虐待し、心身に後遺症を残したり、死亡さ
せたりするなど、重大な結果をまねく場合もあります。
　児童虐待の解決には、早期発見・早期対応が極めて重要で
す。そのためには、行政機関をはじめとして、ご家族や近所
の方など、地域の皆さんで協力し合うことが不可欠です。
　悲しい事件が繰り返されないように、地域全体で子どもた
ちの健やかな成長を支えていきましょう。

〇市庁舎別館　　女性児童福祉課児童係　　　内線2332
〇東予総合支所　福祉課女性児童福祉係　　　内線135
〇丹原総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線212
〇小松総合支所　保健福祉課女性児童福祉係　内線122
〇東予児童相談所　℡0897－43－3000
〇最寄りの民生児童委員・主任児童委員
※児童虐待を発見した際も上記へご連絡ください。休日・夜間など、緊急時の
　通報は市役所（℡0897－56－5151）または東予児童相談所へご連絡ください。

１人だけで悩まずに、まずは次のところへ相談を！

▼児童虐待とは？
　児童虐待には、次の４種類があります。
①身体的虐待　殴る・蹴るなど、子どもの身体に傷を負わせる
　行為や、子どもの生命に危険を及ぼす暴行を加えることです。
②性的虐待　子どもにわいせつな行為をしたり、性的暴行を加
　えたりすることです。
③養育放棄（ネグレクト）　子どもの生活の面倒を見なかった
　り、育児をせずに放置したりすることです。
④心理的虐待　子どもに対し暴言や拒絶的な対応をすることで
　情緒不安定にさせたり、心に傷を負わせたりすることです。
▼児童虐待が起こる理由は？
　子どもへの接し方や育児の方法が分からなかったり、夫婦間
の不和や仕事上のトラブルなどでストレスに苦しんだりしてい
るときに、児童虐待が起こりやすいといわれています。
　児童虐待が多く発生している原因としては、人間関係が希薄
になったことで、親が社会的に孤立していることがあげられま
す。その結果、子育てに自信を無くして虐待に発展してしまう
のです。
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第
48
回　

西
条
市
産
業
祭

　

「
輪
を
広
げ　

新
た
に
歩
む　

水
の
都
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

農
業
学
習
展
、
産
業
展
、
文
化
展
、

バ
ザ
ー
、
即
売
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

■
日
時　

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
16
時

※
13
日
は
15
時
ま
で
。

■
場
所　

西
条
農
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
（
福
武
甲
２
０
９
３
）

■
問
合
せ　

産
業
祭
事
務
局
（
西

条
農
業
高
等
学
校
内
）

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
６
１
１

丹
原
産
業
ま
つ
り

　

バ
ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
市
、
植
木

市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
つ
き

た
て
餅
の
販
売
、
米
飯
料
理
の
展

示
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

午
前
・
午
後
に
分
け
て
の
景
品

付
き
餅
投
げ
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

　

12
月
４
日
㈰　

10
時
～
15
時

■
場
所　

丹
原
総
合
支
所
駐
車
場

　
　
　
　

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

丹
原
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

農
林
係　
　
　
（
内
線
２
１
８
）

東
予
地
区

米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

　

新
米
の
試
食
・
販
売
、
魚
の
安

売
り
、
加
工
食
品
・
手
作
り
食
品

の
販
売
、
餅
投
げ
な
ど
を
実
施
す

る
ほ
か
、
食
糧
農
業
展
を
東
予
体

育
館
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
６
日
㈰　

９
時
～
15
時

■
場
所　

東
予
体
育
館
駐
車
場

■
問
合
せ

　

東
予
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

農
政
係　
　
　
（
内
線
２
５
１
）

■
主
催

　

東
予
地
区
米
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
、
魚
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第
28
回
東
予
地
区

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り

　

ふ
る
さ
と
愛
媛
の
名
産
・
特
産

品
を
い
っ
ぱ
い
集
め
た
「
愛
媛
県

産
品
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
食
料
品
、
衣
料
品
、

紙
製
品
、
民
芸
品
な
ど
、
数
多
く

の
品
が
展
示
・
即
売
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
18
時

■
場
所　

パ
ル
テ
ィ
・
フ
ジ
東
予

　
　
　
　
　
（
周
布
７
１
５―
１
）

■
問
合
せ

　

第
28
回
東
予
地
区
愛
媛
県
産
品

ま
つ
り
実
行
員
会
事
務
局

TEL
０
８
９
８―

６
８―

６
４
９
８

▲昨年の西条市産業祭の様子

▲消ちゃん号も来るよ！

第26回　西条市小松文化祭

11月12日㈯・13日㈰
小 松 公 民 館 で 開 催

お問い合わせ先　小松公民館　℡0898－72－2631

芸能部門　12日：13時～21時、13日：11時～21時
　小松小学校の児童による合奏、手話コーラス、フラ
ダンス、舞踊、大正琴、郷土芸能、カラオケ、民謡、
琴・筝と尺八、銭太鼓、社交ダンスなどを披露します。

展示部門　12日：９時～21時、13日：９時～16時

バ ザ  ー　12日：12時～14時、13日：10時～14時
即　　売　12日・13日：10時～15時

　日本画、水墨画、短歌、生花、陶芸、ちぎり絵、盆
栽、山草、俳句、川柳、書道、押し花、フラワーアレ
ンジメント、一般応募作品などを展示します。

　東予地域文化祭では、中央公民館、東予体育館、東予
郷土館・図書館を会場にさまざまな催しが行われます。

中央公民館での催し

11月５日㈯　10時～17時
　　６日㈰　９時～16時

　美術展、文芸作品展、切手展、中央公民館講座・サークル
作品展、模型展などを実施します。
　５日は歌謡大会を20時まで開催します。６日は芸能発表の
ほか、東予地域緑を育てる会による花苗等の販売やチューリ
ップつかみ取り、婦人会バザー、丹原高校農業クラブ展示、
華友会のみの市、不動産フェアなどを開催します。

東予体育館での催し
　美術展、生花展、小・中学生作品展、宮田麻太郎・林芙美
子親子展、ちびっこ色紙絵画展、盆栽展などを実施します。
　６日は郵便局臨時出張所を開設するほか、東予市商工会議
所青年部物産展、東予市商工会議所女性会のみの市を開催し
ます。

東予郷土館・図書館での催し
　図書館まつり、図書のリサイクル市を開催します。
　５日は合併記念映画「恋まち物語」を10時30分と13時30分
に上映します。６日はお茶席、ガブトガニと仲良くなろう、
こども映画会（10時・13時上映）を開催します。

お問い合わせ先
市教育委員会東予分室（東予総合支所）　内線352

※各種催しで、開始時間・終了時間が異なる場合があります。
　また、自動車でお越しの方は、東予総合支所、東予総合福祉セ
　ンター、市民会館の駐車場をご利用ください。
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

催
し



差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

　

市
で
は
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を

解
決
し
、
一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ

る
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
、
差
別
を
な
く
す
る
市

民
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

西
条
会
場

■
日
時　

11
月
20
日
㈰

　

13
時
受
付　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
講
師　

阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復

活
す
る
会

■
演
題　

　

春
よ
こ
い―

箱
廻
し
三
番
叟
・

え
び
す
舞
に
思
い
を
の
せ
て―

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

　

人
権
教
育
係（
内
線
５
２
４
２
）

東
予
会
場

■
日
時　

12
月
３
日
㈯

　

13
時
受
付　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
講
師

　

露
の
団
六
師
匠
（
落
語
家
）

■
演
題

　

ダ
ウ
ン
症
の
ア
ニ
キ
を
も
っ
て

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
東
予

分
室　

人
権
教
育
係
（
東
予
総
合

支
所
内　

内
線
３
５
２
）

小
松
会
場

■
日
時　

12
月
４
日
㈰

　

13
時
受
付　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
出
演　

ナ
ー
ス
ロ
グ
・
ア
ン
ド

■
内
容　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

■
問
合
せ　

市
教
育
委
員
会
小
松

分
室　

社
会
教
育
係
（
小
松
総
合

支
所
内　

内
線
２
３
３
）

第
２
回
西
条
市
社
会
福
祉
大
会

　

西
条
市
社
会
福
祉
大
会
は
、
私

た
ち
の
ま
ち
を
福
祉
の
心
が
満
ち

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
よ
う
と
誓
い

合
う
大
会
で
す
。

　

「
地
下
鉄
漫
才
」
で
お
な
じ
み

の
、
春
日
三
球
さ
ん
に
よ
る
記
念

講
演
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
27
日
㈰　

13
時

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
問
合
せ　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
０
８
９
８
︱
６
４
︱
２
６
０
０

西
条　

ま
ち
め
ぐ
り

　

西
条
市
観
光
協
会
で
は
、
新
し

い
市
と
な
っ
た
西
条
の
名
所
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
巡
回
日
程
・
場
所

〇
Ａ
コ
ー
ス　

11
月
25
日
㈮

　

西
山
興
隆
寺
、
小
松
史
跡
近
藤

篤
山
旧
邸
、
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
館
、
Ｊ
Ａ
周
桑
農
産
物

直
販
所
、
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予

（
昼
食
）
、
世
田
薬
師
・
世
田
山

遊
歩
道
、
本
谷
温
泉
館

〇
Ｂ
コ
ー
ス　

11
月
29
日
㈫

　

と
き
め
き
水
都
市
、
ア
ク
ア
ト

ピ
ア
水
系
散
策
、ひ
う
ち
会
館（
昼

食
）、
市
民
の
森
、
石
鎚
神
社

※
交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

各
コ
ー
ス
40
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
な
ど
を
含
む
）

■
申
込
期
限　

11
月
15
日
㈫

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
西
条
市
観
光
協
会
（
市
庁

舎
別
館
観
光
振
興
課
内
）
、
各
総

合
支
所
の
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

西
条
市
観
光
協
会（
市
庁
舎
別
館

観
光
振
興
課
内　

内
線
２
５
５
４
）

冬季オリンピック金メダリスト

荻原健司氏講演会

主催　（社）伊予西条法人会

税を考える週間

日時　11月25日㈮
　　　13時開場
　　　13時30分開演
場所　総合文化会館
　　　大ホール

この国にスポーツマンシップを

受講料は無料ですが、整理券が必要です。

整理券配布場所：㈳伊予西条法人会事務
　局（西条商工会館内）、総合文化会館、
　市内商工会議所・商工会
お問い合わせ先：㈳伊予西条法人会
　　　　　　　　℡0897－55－2025

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

11月のスポーツカレンダー

高校サッカー選手権
愛媛県大会準決勝 ひうち陸上競技場５日（土）  9：00

愛媛県下軟式野球選手権大会 東予運動公園野球場５日（土）  9：00
６日（日）  9：00

西条市長杯
ソフトボール大会（ジュニア）

西条市民公園運動広場
西条西部公園運動広場

西条市民公園運動広場
西条西部公園運動広場

13日（日）  9：00

13日（日）  9：00

西条市長杯争奪軟式野球大会
西条軟式野球協会・体育協会旗大会
（決勝）

東予運動公園野球場

高校卓球新人大会　県大会 総合体育館19日（土）  8：00
20日（日）  8：00

第31回東予地区
成年ソフトボール選手権大会

20日（日）  9：00
27日（日）  9：00

西条リトルリーグ設立30周年記念
第１回西条市長旗争奪記念大会 ひうち球場　ほか26日（土）  9：00

石井杯サッカー大会 ひうち陸上競技場27日（日）  9：00

　広報10月号17ページに掲載した「第
57回　秋季市民芸術文化祭」で次の誤
りがありました。
　訂正して、お詫び申し上げます。

　謡曲大会の開催日
　［正］　11月27日㈰
　［誤］　11月３日㈭

お 詫 び と 訂 正
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伝
承
民
具
特
別
教
室

　

わ
ら
細
工
で
の
「
し
め
飾
り
」
、

か
ず
ら
細
工
で
の
「
花
か
ご
」
を

制
作
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
日
時
・
場
所

　

左
表
の
日
程
・
会
場
で
実
施
し

ま
す
。
受
講
時
間
は
、
10
時
～
16

時
で
す
。

■
定
員

〇
わ
ら
細
工　
　

各
定
員
30
人

〇
か
ず
ら
細
工　

各
定
員
15
人

■
申
込
方
法

　

11
月
22
日
㈫
か
ら
12
月
１
日
㈭

ま
で
に
、
各
会
場
へ
直
接
本
人
が

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ル
体
操
教
室

　

健
康
維
持
の
た
め
に
小
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

　

12
月
13
日
㈫
、
平
成
18
年
１
月

と
２
月
の
第
２
・
４
火
曜
日
（
計

５
回
）　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
三
芳
９
９
７
）

■
対
象　

20
歳
以
上
の
方　

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

11
月
８
日
㈫
～
25
日
㈮

■
申
込
先　

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９
８―
６
６―

４
１
８
５

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時

〇
中
級

　

11
月
14
日
～
30
日
の
月
・
水
・

金
曜
日
（
計
７
回　

※
23
日
を
除

く
）　

13
時
～
15
時

〇
初
級

　

12
月
７
日
～
21
日
の
月
・
水
・

金
曜
日
（
計
７
回
）
13
時
～
15
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容

〇
中
級

　

電
子
メ
ー
ル
の
活
用
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
実
用
な
ど

〇
初
級

　

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
、
電
子
メ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

■
定
員　

各
20
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

■
申
込
期
間

〇
中
級

　

11
月
７
日
㈪
ま
で

〇
初
級

　

11
月
21
日
㈪
～
12
月
１
日
㈭

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
３
）

商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

大
阪
研
究
家
の
前
垣
和
義
氏
を

講
師
に
招
き
、「
大
阪
発　

お
も
し

ろ
い
！　

一
坪
商
法
の
す
す
め
」

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時
・
場
所

〇
11
月
17
日
㈭　

10
時
～
12
時

　

東
予
市
商
工
会
館

〇
11
月
18
日
㈮　

13
時
30
分
～
15

時
30
分

　

西
条
商
工
会
館　
　

■
問
合
せ

〇
東
予
市
商
工
会
議
所

TEL
０
８
９
８―

６
４―

５
０
０
０

〇
西
条
商
工
会
議
所

TEL
０
８
９
７―

５
６―

２
２
０
０

佐藤直子テニス教室（硬式）

11月20日㈰　９時30分～16時

東予運動公園テニスコート

日　時

場　所

お申し込み先　　市庁舎別館　体育振興課体育振興係　内線5255

■対象　小学生以上
■定員　120人
■申込方法　11月10日㈭までに下記へお申し込みくだ
　さい。定員になり次第、申し込みを締め切ります。

講師：プロテニスプレイヤー 佐藤直子氏
　12歳で全日本15歳以下優勝。高校在学中、国内での
優勝は1 0 0を超す。1977年プロに転向。翌年の全豪オ
ープンシングルスでベスト８、同ダブルスで準優勝。
17年にわたるウィンブルドン本選出場などの日本記録
を持つ。現在もエキシビジョン・マッチ等で活躍中。

第２回 佐野野球教室（軟式）

12月４日㈰　９時30分～16時

ひうち球場

日　時

場　所

■対象　中学生
■定員　120人
■申込方法　11月17日㈭までに下記へお申し込みくだ
　さい。定員になり次第、申し込みを締め切ります。

講師：元プロ野球選手 佐野慈紀氏
　松山商業高校・近畿大学工学部（広島）から近鉄バ
ッファローズに入団し、主に中継ぎ投手として活躍。
現在は、野球解説者や野球評論家として活躍中。
※佐野氏のほか、元プロ野球選手の村上隆行氏・五十
　嵐章人氏にも講師として指導していただきます。

次世代育成支援スポーツ事業

12月６日・７日

日　 程

１月25日・26日

12月４日・５日

２月４日・５日

12月９日・10日

１月27日・28日

西条東部地域交流
センター
℡0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
℡0897－57－6061

創作の家
℡0897－56－7493

わら細工

内　 容

かずら細工

わら細工

かずら細工

わら細工

かずら細工

会場・申込先
■伝承民具特別教室の日程と会場
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111



第
３
回　

自
然
観
察
会

鎮
守
の
森
を
観
察
し
よ
う

　

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
森
で

あ
る
神
社
の
森
で
、
ど
ん
ぐ
り
や

落
ち
葉
な
ど
を
観
察
し
て
、
森
の

働
き
を
学
習
し
ま
す
。

　

観
察
場
所
の
駐
車
場
が
少
な
い

た
め
、
当
日
は
送
迎
用
の
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
現
地
集
合
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
観
察
場
所

〇
福
岡
八
幡
宮
（
お
し
ぶ
の
森
・

丹
原
町
今
井
）

〇
周
敷
神
社
（
周
布
）

■
集
合
場
所
・
時
間

〇
市
庁
舎
駐
車
場　
　

12
時
50
分

〇
市
民
会
館
駐
車
場　

13
時
10
分

■
定
員

　

40
人
（
先
着
順
。
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

11
月
７
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係（
内
線
２
４
４
３
）

〇
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　

kankyo@
saijo-city.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　

初
級
コ
ー
ス
の
点
訳
奉
仕
員
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
16
日
か
ら
毎
週
水
曜
日（
計

10
回　

※
11
月
23
日
を
除
く
）
13

時
30
分
～
15
時
50
分

■
場
所

　

受
講
会
場
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
の
際
に
希
望
す
る
会
場

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〇
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

〇
東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
申
込
先

　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
TEL

０
８
９
８
︱
６
４
︱
２
６
０
０　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
）

市
民
救
命
士
養
成
講
座

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
時

間
は
全
国
平
均
で
約
６
分
。
救
命

は
、
こ
の
数
分
間
に
応
急
手
当
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

積
極
的
に
講
習
を
受
け
て
、
皆

さ
ん
も
適
切
な
応
急
手
当
の
方
法

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
に
は
、
心
肺
停
止
状
態
の

患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て

蘇
生
（
そ
せ
い
）
さ
せ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
も
含
ま
れ
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
２
階
会
議
室

（
丹
原
町
願
連
寺
４
４
２―

１
）

■
申
込
先

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
危

険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

〇
給
油
取
扱
所
の
従
事
者

　

11
月
16
日
㈬　

９
時
～
12
時

〇
給
油
取
扱
所
以
外
の
従
事
者

　

11
月
16
日
㈬　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

西
条
地
方
局
７
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
喜
多
川
７
９
６
︱
１
）

■
対
象

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
て
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
方
。

■
申
込
方
法

　

受
講
申
請
書
を
西
条
地
方
局
県

民
生
活
課
、
市
消
防
本
部
で
交
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
愛
媛
県
収
入
証
紙

（
４
７
０
０
円
）
を
貼
り
付
け
て

西
条
地
方
局
県
民
生
活
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

11
月
14
日
㈪

■
講
習
会
当
日
に
必
要
な
物

　

講
習
会
当
日
は
、
受
付
で
受
講

票
と
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
西
条
地
方
局
県
民
生
活
課

TEL
０
８
９
７
︱
５
６
︱
１
３
０
０

〇
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

TEL
０
８
９
７
︱
５
６
︱
０
２
５
１

知
っ
て
得
す
る
金
融
講
座

■
日
時　

11
月
29
日
㈫

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

西
条
地
方
局
７
階
１
・
２
会
議

室
（
喜
多
川
７
９
６
︱
１
）

■
テ
ー
マ　

確
定
申
告
に
つ
い
て

■
講
師　

伊
予
西
条
税
務
署
職
員

■
定
員　

40
人
程
度

■
申
込
期
限　

11
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
地
方
局
県
民
生
活
課

TEL
０
８
９
７
︱
５
６
︱
１
３
０
０

　西条市生活研究協議会丹原支部では「土のめぐみ」冬便を12月26日㈪に発送します。
土のめぐみは、地元の野菜や漬物、ようかん、白餅、愛宕柿、お飾りなど、盛りだくさん
に詰め込んだ愛情小包です。今回は、10周年記念のプレゼントも用意しています。
　注文は、１個 4,000円（送料・消費税含む）で、11月１日㈫～12月10日㈯の間、生活研
究グループ員、丹原郵便局で受け付けます。
　郵便振替で、丹原郵便局の「０１６８０－０－２０７７２　土のめぐみ実行委員会」の
口座へ料金を振り込むことで申し込むこともできます。
■問合せ　生活研究グループ員　℡090－4787－3084（松木）・℡0898－68－0249（桑村）
　　　　　丹原郵便局　℡0898－68－7877、丹原総合支所産業振興課農林係　内線236

鎮守の森で、森の働き
を観察してみよう！
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自
衛
官
募
集

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

〇
自
衛
隊
生
徒

　

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

〇
２
等
陸
・
海
・
空
士

　

年
間
を
通
じ
て
実
施
。

〇
自
衛
隊
生
徒

　

11
月
１
日
㈫
～
平
成
18
年
１
月

10
日
㈫

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

「
え
ひ
め　

の
び
の
び
子
育
て

応
援
隊
」
の
登
録
店
舗
募
集

　

愛
媛
県
で
は
、
子
ど
も
連
れ
で

気
軽
に
外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

店
舗
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
に
適
合
し
た
店
舗
な

ど
は
、「
え
ひ
め　

の
び
の
び
子
育

て
応
援
隊
」
と
し
て
登
録
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
県
の
広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
く
紹
介
し
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
皆
さ
ん
の
お
薦
め
の
店
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

次
の
項
目
に
１
つ
で
も
該
当
す

る
小
売
店
や
飲
食
店
な
ど
。

〇
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
や
、
交
換

用
の
紙
お
む
つ
を
提
供
し
て
い

る
。

〇
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
ト

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

〇
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。

〇
授
乳
や
お
む
つ
交
換
な
ど
の
、

ベ
ビ
ー
休
憩
室
を
設
置
し
て
い

る
。

〇
親
子
用
や
子
ど
も
用
の
ト
イ
レ

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

〇
一
時
預
か
り
の
で
き
る
託
児
室

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

〇
育
児
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
。

〇
各
項
目
以
外
で
、
子
育
て
中
の

親
子
が
利
用
で
き
る
設
備
の
設

置
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し

て
い
る
。

■
問
合
せ

　

応
募
に
は
所
定
の
応
募
用
紙
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〇
愛
媛
県
子
育
て
支
援
課

TEL
０
８
９―

９
１
２―

２
４
１
３

〇
愛
媛
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

市
民
青
少
年
交
流
助
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
申
請
団
体
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金

で
は
、
日
本
と
海
外
の
市
民
レ
ベ

ル
に
お
け
る
相
互
理
解
を
促
進
す

る
た
め
、
日
本
国
内
の
団
体
が
実

施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
対
し
て

旅
費
の
一
部
を
助
成
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
資
格

　

日
本
国
内
の
非
営
利
団
体
（
任

意
団
体
を
含
み
ま
す
）

■
助
成
の
対
象

　

国
際
航
空
賃
・
国
際
船
賃
、
滞

在
費
（
上
限
額
は
２
０
０
万
円
）

■
申
込
期
限

　

12
月
１
日
㈭
（
消
印
有
効
）

■
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金

　

市
民
青
少
年
交
流
課

TEL
０
３―

５
５
６
２―

３
５
３
２

U
RL　

http://w
w

w
.jpf.go.jp/

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
で
は

電
気
設
備
科
（
６
カ
月
コ
ー
ス　

定
員
10
人
）
の
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
期
限　

12
月
２
日
㈮

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

TEL
０
８
９
７―

４
３―

４
１
２
３

　大町小学校５年生の皆さんから防災まめ知識が寄せられ
ましたので、その一部をご紹介します。
▼日野実乃里さん
　火を使っていないときは、ガス栓を閉めているかをチェ
ックしている。
▼稲井元俊さん
　いつも地域の人とあいさつをして、交流をしている。
▼藤岡朋美さん
　靴をいつも両方そろえている。（何かあったときに、す
ぐ履けるように）
▼髙橋奈那子さん
　夜中に地震が起こってもいいように、ヘルメットを置い
て寝ている。
▼稲見翔さん
　非常用のラジオやライトを、毎日、枕元やリビングに置
いている。

わが家の防災まめ知識について詳しくは、市庁舎別館４階災害復旧対策室（内線5843）へ。

　市では、昨年の台風災害を教訓として、「わが家の防災
まめ知識」を募集しています。ご家庭や自治会などで取り
組まれている防災対策や防災に役立つアイデアなど、皆さ
んの防災対策をぜひお寄せください。
■応募方法
　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記して、手紙、
はがき、ファックス、電子メールのいずれかでお寄せくだ
さい。
■宛先　西条市役所　災害復旧対策室
　　　　〒793－8601　明屋敷164
　　　　FAX 0897－52－1260
　　　　e-mail　saigai@saijo-city.jp
■注意事項
　お寄せいただいた防災対策は公表する場合があります。
匿名を希望される方は「匿名希望」と明記してください。
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西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111



運動期間は12月31日まで

　「赤い羽根」がシンボルの「共同
募金運動」は、地域福祉の推進を目
的として、ボランティア団体やＮＰ
Ｏなどが行う事業に必要な資金を集
める募金です。
　共同募金運動は、毎年10月１日～
12月31日、北海道から沖縄まで全国
一斉に行われます（12月中は歳末たすけあい募金も併せて
行います）。
　皆さんの温かい「たすけあい」のこころが、この募金を
支えています。

　10月１日、総合福祉センターで赤い羽根共同募金の出発式が

行われました。式典後、参加した皆さんは募金箱を持って市内

へ繰り出し、「ご協力お願いします」と道行く人に募金を呼び

かけました。（右の写真は10月５日に行われた街頭募金活動）

市内各所で街頭募金活動が行われました。

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2
℡0897－57－7797

東予南幼稚園
石田397－1
℡0898－64－3081

多賀幼稚園
北条1504
℡0898－64－2767

国安幼稚園
国安178－1
℡0898－66－5332

燧洋幼稚園
三芳305－3
℡0898－66－4773

小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1
℡0898－72－2702

３０人（30人）

■市立幼稚園のお問い合わせ先・募集園児数
幼稚園名
所在地・電話番号

募集園児数
（ ）は定数

３歳児
　０人（30人）４歳児
　５人（30人）５歳児
３５人（35人）３歳児
　０人（35人）４歳児
　９人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
１２人（35人）４歳児
　６人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
１０人（35人）４歳児
１２人（35人）５歳児
３５人（35人）３歳児
１５人（35人）４歳児
１６人（35人）５歳児
２０人（20人）３歳児
　５人（25人）４歳児
１５人（25人）５歳児

学級別

※各幼稚園での学級数は、すべて１学級です。

めぐみ幼稚園
朔日市623－2

℡0897－55－3442 ２００人

１６０人

１７５人

１８０人

１１０人

１０５人

　８０人

１０５人

１５０人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17

℡0897－56－2711

聖マリア幼稚園
大町716－1

℡0897－55－2497

大町幼稚園
大町68

℡0897－55－4193

玉津幼稚園
玉津202－5

℡0897－55－6208

双葉幼稚園
飯岡975

℡0897－55－2065

神戸幼稚園
洲之内甲221

℡0897－56－3229

たから幼稚園
三津屋136

℡0898－64－2306

西山学園幼稚園
丹原町古田甲717－2

℡0898－68－7674

　市内の私立幼稚園では、平成18年度の新入園児を募集
しています。
　募集期間などが各幼稚園で異なりますので、詳しくは
各幼稚園（下表参照）へお問い合わせください。
■市では就園奨励費を支給しています
　就園奨励費は、私立幼稚園に通園する幼児の保護者の
経済的負担を軽減するため、授業料を一定の割合で減免
する制度です。支給額は、各世帯における市民税の課税
状況などによって異なります。
　就園奨励費制度について詳しくは、市庁舎別館学校教
育課学務係（内線5322）へお問い合わせください。

私立幼稚園の新入園児を募集しています

＜私立幼稚園のお問い合わせ先・募集定員＞
幼稚園名・所在地 電 話 番 号 定　員

市
立
幼
稚
園
の
新
入
園
児
を
募

集
し
ま
す

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
平
成
18
年

度
の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
す
る
園
児
数
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
幼
稚

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
幼
児

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

事
項
に
該
当
す
る
方

※
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
に
は
通
園
区

域
が
あ
り
ま
す
。

〇
３
歳
児
学
級

　

平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
の
出
生
児

〇
４
歳
児
学
級

　

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
５
歳
児
学
級

　

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13

年
４
月
１
日
の
出
生
児

■
入
園
願
書
な
ど
の
配
布
場
所

　

各
幼
稚
園
、
ま
た
は
市
庁
舎
別

館
と
各
総
合
支
所
の
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

　

11
月
24
日
㈭
～
12
月
６
日
㈫

■
願
書
受
付
場
所

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
・
入
園
決
定

　

各
幼
稚
園
で
親
子
面
接
を
12
月

中
に
行
い
、
入
園
児
を
決
定
し
ま

す
。
募
集
園
児
数
を
超
え
る
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
入
園

児
を
決
定
し
ま
す
。

■
入
園
に
お
け
る
費
用

〇
授
業
料　

月
額
６
４
０
０
円

〇
昼
食
や
通
園
バ
ス
な
ど
、
そ
の

他
徴
収
費
用
は
、
各
幼
稚
園
で

異
な
り
ま
す
。

1� 広報さいじょう　2005　　11月号



みんなでやってみよう！災害図上訓練
　みなさんはＤＩＧ（ディグ）をご存知ですか？

　ＤＩＧとは、Ｄｉｓａｓｔｅｒ（災害）、Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ（想像）、

Ｇａｍｅ（ゲーム）の頭文字を取って名付けられた、災害の発生を想定

して行う訓練のことです。日本語名では災害図上訓練といいます。

　この訓練は、地震や風水害などの大きな災害が起きたとき、自宅や

周辺地域でどのような被害が発生するかを平面図や地図上で想定し、

必要な対応策を具体的に考えていきます。

　今回、ご家庭でできるＤＩＧの一例（右）をご紹介します。災害が

起こったときにどのように動けば良いかご家族で話し合い、危険な場

所は今のうちに改善していきましょう。

まずはご家庭でやってみましょう

あなたの寝室で地震が発生したら…
▼平面図づくり
①寝室の間取りや家具の配置、寝る位置など
　を方眼用紙などに書く。

▼対応策を考える
③平面図を見ながら、家族で自宅の危険性を
　話し合い、どのような対策をしたら良いか
　考える。
例えば…
〇たんす、本棚などには、Ｌ字型金具などで
　固定して、転倒防止を図る。
〇万が一、たんすなどが転倒・破損しても、
　避難経路が確保できるような配置を心がけ
　る。
〇窓ガラスには、飛散防止フィルムを張る。
〇窓ガラスなどの破片を踏んでも大丈夫なよ
　うに、枕もとには靴・懐中電灯などを用意
　しておく。

たんす
本
　

棚

た
ん
す

テレビ花瓶 棚

ベッド

扉

窓

窓

▼被害状況の想定
②就寝中に大地震が発生した場合、寝室がど
　ういう状態になるか、赤ペンなどで書き込
　んでみる。

テレビ花瓶 棚

ベッド

扉

窓

窓

た
ん
す

本
　

棚

たんす

　右の例を参考にみなさんのご自宅を想定して、実際にＤＩＧ
をやってみませんか？

　ここで紹介したＤＩＧは、ほんの一例に過ぎません。想定する

災害や、対象者、防災対策など、いろいろと視点を変えてみると

さまざまな形や方法があります。

　方眼紙だけでなく住宅地図などを使って、自宅や職場などから

避難場所までの安全な避難方法を探ってみたり、地域での危険個

所や災害時に役立つ施設などを発見したりする方法もあります。

　ＤＩＧを行うことで、日ごろ気付かなかった防災対策が明らか

になり、防災意識が向上します。みなさんもいろいろと工夫して

ご家庭や地域でぜひＤＩＧに挑戦してみてください。

ＤＩＧのご意見・ご感想を市庁舎別館災害復旧対策室（℡0897－56－5151内線5843）へお寄せください。
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産業学習館
三津屋南2－54　TEL0898－64－7181

11月の休館日：毎週月曜日、３ 日㈭、23 日㈬
開館時間：10時～17時

和紙あんどんづくり教室
　初級：11月25日㈮～27日㈰　13時30分～15時30分
　上級：12月２日㈮～４日㈰　13時30分～15時30分
　特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあんどんを
作ります。材料費に約2000円が必要です。
　定員：各10人（先着順）　申込期限：11月18日㈮
一閑張りづくり教室
　12月１日㈭・８日㈭　13時30分～15時30分
　一閑張り（いっかんばり）は、竹かごなどに和紙を張り、
渋柿を塗って作ります。
　材料費に約200円が必要です。
　定員：15人（先着順）　申込期限：11月20日㈰
ぽち袋・お箸入れづくり教室
　12月10日㈯　13時～15時
　伝統産業の周桑和紙を使って豪華でぬくもりのある、ぽち
袋（お年玉入れ袋）、お箸入れを作ってみませんか。材料費
に300円が必要です。
　定員：15人（先着順）　申込期限：11月29日㈫
木版画展　11月13日㈰～12月４日㈰
　版画家・杉森進氏の作品を展示します。周桑和紙の特性を
生かした木版画をご鑑賞ください。

愛蔵品展　11月18日㈮～12月11日㈰
　市民の方からお借りした書画・骨董などを展示します。な
かなか拝見できない品ばかりです。ぜひご覧ください。
旺玄会洋画展　11月10日㈭まで
　先月から引き続き、旺玄会中央展、関西展に出展した大作
など、旺玄会会員の皆さんの近作を展示します。

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　TEL0898－68－4610

11月の休館日：毎週月曜日、３日㈭、23日㈬
開館時間：８時30分～17時

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29
TEL0898－76－3111（オアシス）　TEL0898－76－3511（椿交流館）

花と緑で遊ぶアートクラフト展
　11月１日㈫～29日㈫　椿交流館
　小松町在住の戸田信子さ
んと渡辺八重美さんが、東
京・横浜・大阪などで学ん
できたネイチャープリント
の技術を生かした作品を展
示します。
　ＴＤ転写、うつし染め、彩り染めといった、ネイチャープ
リントの技法を用いたレザー（皮）アクセサリーをはじめ、
押し花と融合したオリジナル作品が集まりました。
ネイチャープリントとは？
　ネイチャープリントは、素材や曲面を問わずに色付けや転
写をする技術です。写真・絵・花などを専用シートで加工し
て、さまざまなホームアクセサリーやファッションに取り入
れることができます。

11月の休館日
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　TEL0898－75－3933

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24日㈭
開館時間：10時～21時

小・中学生無料開放日
　11月５日㈯・12日㈯　10時～12時
無料平泳ぎ教室　11月26日㈯　10時30分～11時
　対象：小・中学生

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、 24 日㈭
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館
周布427　TEL0898－65－4797

詳しく知ろう永納山城！　11月９日㈬～12月22日㈭
　今年の７月14日、国史跡に指定された「永納山城跡」の発
見から指定までの歩みや、発掘の成果などを、写真パネルや
図などを利用して紹介します。
カブトガニ幼生飼育ボランティア募集
　カブトガニの放流効果を高めるため、カブトガニ幼生飼育
ボランティアを募集します。このボランティアは、カブトガ
ニの幼生をご家庭で飼育していただき、大きくなってから海
に放流するものです。
　ご協力いただける方は、11月27日㈰までに東予郷土館へお
申し込みください。詳しい内容については、カブトガニフェ
スティバルで飼育説明会を開催します。

カブトガニフェスティバル
　12月４日㈰　13時30分～15時30分
　東京大学大学院・総合文化研
究科助手の清野聡子氏を講師に
招き、「干潟の自然再生は地域
の再発見」と題した講演会を行
います。
　海の環境に関心のある方は、
ぜひご参加ください。
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こどもの国　11月の行事予定

親子木工教室 27日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

小学生将棋大会 27日
13：30～16：30 小学生　定員：24人

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

19日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

19日
13：30～15：30七宝焼教室 小学生以上　定員：15人

費用：400円

12日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

３日・20日
13：30～16：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

13日
13：30～16：30おもしろ工作教室 小学生

地球探検　第４回
西条市の中央構造線の観察

20日
９：00～14：00

小学４年生以上
定員：30人

楽しい電子工作
バーナル楽器を作ろう！

５日
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学１～３年は保護者同伴

楽しい電子工作
ストロボフラッシュを作ろう

19日
10：00～12：00

５日・23日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人

15日～20日
受付
9：00～16：00

バッジを作ろう 必要な物：自分の写真
費用：１個100円

23日
13：30～15：30イラスト教室 小学３～中学生

定員：10人

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

５日
19：00～20：30

６日・12日
13：30～15：30

太陽や星を見る会 第４回
秋の星座と火星

小学４年生以上
定員：60人

毎週土・日曜日
14：00～14：30

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

楽しい英語による大型絵
本の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

毎週土曜日
11：00～12：00子ども放送局 子ども向け番組の放送

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24日㈭
開館時間：８時30分～17時

こどもの国　明屋敷131－2　TEL0897－56－8115

児童生徒作品展　11月５日㈯・６日㈰
　秋季市民芸術祭・秋の美術展と
して開催する作品展です。３階特
別展示室に、市内（旧西条市）の
小・中学生が描いた絵画や書道な
どが展示されます。
のみの市　11月22日㈫～27日㈰
　贈答品や日用品、タオルなど、ご家庭に不用品がありまし
たら提供してください。

プラネタリウム情報

「マンボウ君～ふんわり宇宙へ～」「くいしんぼうの月」投影中
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

生涯学習の館
天神1－205　TEL0897－53－8686

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭
開館時間：９時～22時

同美会展　11月１日㈫～30日㈬
　同美会の皆さんによる油絵を展示します。
水彩画・油絵教室
　毎月第１・３土曜日　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
木工創作教室
　毎月第２・４土曜日　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭
開館時間：９時～17時

愛媛民芸館
明屋敷238－8　TEL0897－56－2110

　愛媛民芸館では、陶器や漆器、木工・竹製品、染・織物な
ど江戸時代から現代までの各種民芸品を展示しています。

西条郷土博物館
明屋敷237－1　TEL0897－56－3199

墨彩画展　11月２日㈬～30日㈬　※最終日は13時まで
寒蘭展　11月12日㈯・13日㈰　※最終日は16時まで
太刀・刀・鍔展
　11月22日㈫～30日㈬　※最終日は15時まで
日本史講座　11月25日㈮　13時30分～15時
　テーマ：聖徳太子の謎　講師：塩見淳氏

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭
開館時間：９時～17時

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭
開館時間：９時～17時

考古歴史館
福武乙27－6　TEL0897－55－0419

かずら細工展　11月１日㈫～27日㈰
　飯岡地区で活動するかずら細工グループ「つづら会」の皆
さんによる作品展です。自然の素材を生かした作品からは、
和やかな明るい雰囲気の中で作られた様子がうかがえます。
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児 童 館 の お 知 ら せ

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　TEL0897－56－2511
■初心者集まれ！　卓球大会（申込必要）
　11月３日㈭　10時～12時
　対象：小学生以上　定員：20人
■ゲーム遊び
　11月12日㈯　14時～15時30分
　対象：５歳～小学生
※小学生以外は保護者が同伴してください。
■親子体操（申込必要　定員：15組）
　11月15日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者
■太極拳（申込必要　定員：15人）
　11月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生から大人まで参加できます。
■子育て相談＆講演会
　11月22日㈫　10時30分～12時
　愛媛大学井原先生の講演を開催。希望者には個
別相談を実施します。（相談は申込必要）
※託児有り（託児定員20人　申込必要）。
西条西部児童館　氷見西新開59　TEL0897－57－6061
■いもほり大会（申込必要　定員：20 人）
　11月５日㈯　10時30分～12時
　いも掘りや、ミニゲームなどを行います。
■ふれあい遠足（申込必要　定員：40人）
　11月12日㈯　８時45分～16時30分
　さぬきこどもの国（香川県）に行きます。
■こども映画会「ちびまる子ちゃん」
　11月26日㈯　13時30分～14時30分
東予西児童館　広岡甲92－2　TEL0898－66－5342
■いもたき会（申込必要）
　11月19日㈯　10時
　おにぎり作りやゲームなどをします。
丹原児童館　丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960
■やきいもパーティー
　11月６日㈰　14時～16時
■つくって遊ぼうデー（申込必要）
　11月20日㈰　10時
　飯ごう炊飯で、お昼ごはんを作ります。
■体験バス遠足（申込必要）
　11月26日㈯　９時～15時30分
　こどもの国でプラネタリウムの見学や、染め物
体験などをします。

えひめ遊びの博覧会が実施されます
　11月13日㈰　10時～15時
　えひめこどもの城（松山市）に、県下の各児童
館が集合。いろいろな遊び体験を実施します。

▼11月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間

　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。カワセミ号を
ご利用いただくには、西条図書館の利用カードが必要です。
　詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。
■11月１日・15日・29日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→港新地集
会所（13：30 ～ 14：00）→生涯学習の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：
20 ～ 16：20）
■11月8日・22日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50 ～ 11：30）→中
川公民館（14：00 ～ 14：50）→氷見公民館（15：30 ～ 16：20）
■11月2日・16日・30日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡戻川集会所（11：00 ～ 11：30）→飯岡
公民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入口（14：50 ～ 15：20）→ＪＡ西条玉津支
所（15：40 ～ 16：10）
■11月９日・23日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→舟形バス停横（11：00 ～ 11：30）→新
御堂児童公園（13：30 ～ 14：00）→野々市集会所（14：10 ～ 14：40）→橘公民
館（14：50 ～ 15：20）→神戸公民館（15：40 ～ 16：30）
■11月５日・19日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00 ～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50 ～ 11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30 ～ 14：20）→大町公民館（14：40 ～ 15：30）
■11月12日・26日（土曜日）
　石根公民館（10：00 ～ 10：40）→氷見西町集会所（11：00 ～ 11：30）→旧西
田郵便局横（13：30 ～ 14：10）→禎瑞中組（14：30 ～ 15：00）→八幡集会所（15：
20 ～ 15：50）
■11月６日・20日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00 ～ 10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00 ～ 11：30）→
ＪＡ 周桑徳田支所（14：00 ～ 14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00 ～ 15：40）
■11月13日・27日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→田野公民館（14：00 ～ 14：40）→佐伯記念館（15：00 ～ 15：50）

西条図書館　　　明屋敷238－2	 TEL0897－56－2668

東予図書館　　　周布427	 TEL0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1	 TEL0898－72－5634

安保闘争、集団就
職、米軍基地の撤
退…。激動の時代
を強くしなやかに
生きた、愛すべき
女たちの横顔を刻
む７つの物語。
出版：新潮社

さあ、不思議な
マラソン大会が
始まります。い
ろんなものが変
身する不思議な
ことばあそび絵
本。
出版：金の星社

今月の新着本
懐郷
熊谷達也／著

へんしんマラソン
あきやまただし／作・絵

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭、30 日㈰
開館時間：９時30分～19時

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

小松ゆかりの絵画と肖像画
－特別公開　小松藩主・直卿公肖像画を展示－
　12月25日㈰まで
　小松ゆかりの芸術作品、小松藩三代藩主・一
柳直卿公の寿像を展示。寿像は資料保存のため
11 月は１日～６日と 23 日～ 27 日の２回公開。

11月の休館日：毎週月曜日、４日㈮、24 日㈭、30 日㈰
開館時間：９時30分～17時30分

11月の休館日：毎週月曜日、23 日㈬
開館時間：８時30分～17時
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人権・同和教育シリーズ　No.12

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚く

お礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ

▽茎田敏久（三芳）、▽田中俊一（桑村）、▽平塚道昭

（周布）、▽前川幸恵（国安）、▽佐伯洋一（北条）、▽

藤岡健二（国安）、▽渡辺千鶴子（壬生川）、▽國廣　隆

（丹原町北田野）、▽松田歌謡教室、▽西条総合文化会館

友の会うたごえ喫茶、▽チェリーくらぶ、▽国興産業㈱

■老人ホーム明水荘へ

▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散髪　伊藤泰博

（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導

　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）、

▽タオル・バスタオル　丹ヨシ子（船屋）、▽手紙・みか

ん　西条小学校５年生、▽運動会招待　西条高校ＪＲＣ部、

▽丸型座布団・弁当・カステラ　西条校区婦人会

■老人ホーム石燧園へ

▽講演・民謡・尺八演奏　曽我部水位山（丹原町北田野）、

▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部、▽慰問　成龍酒造、▽鯛

　西条市東予地区青年漁業者連絡協議会

■特別養護老人ホーム道前荘へ

▽喫茶・カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グル

ープ、▽慰問　成龍酒造、▽ハーモニカ演奏　アンサンブ

ル瀬戸内

心をつなぐ「人権コンサート」
人権教育指導員　秋川暢宏

　

西
条
市
で
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
様
々
な
人
権
問
題
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
、
差
別
に
気

づ
き
、
行
動
で
き
る
人
づ
く
り
を

進
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
人
権
文

化
都
市
「
西
条
市
」
を
実
現
し
て

い
こ
う
と
、
人
権
・
同
和
教
育
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
「
ナ
ー
ス
ロ
グ
・

ア
ン
ド
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の

「
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
の
方
た
ち
の
人
権
を
大
切
に
す

る
思
い
が
、
音
楽
や
お
話
を
通
し

て
会
場
い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ん
に
伝

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

歌
っ
て
い
た
曲
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

♪
「
歩
み
」

私
が
私
ら
し
く
生
き
る

そ
れ
が
一
番
の
願
い
だ
っ
た
の
に

い
つ
の
日
に
か　

大
き
な
流
れ
の

中
で　

自
分
を
見
失
っ
て
い
る

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
に

心
が
動
い
た
は
ず
な
の
に

も
っ
と
笑
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に

自
分
の
心
ま
ま
な
ら
な
い

そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は
い
つ
だ
っ

た
の
だ
ろ
う

で
も
人
が
素
晴
ら
し
い
の
は

気
づ
い
た
時
に
歩
み
を
変
え
ら
れ

る
こ
と　

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
よ
か
な　

足
先
を
ち
ょ
っ
と

変
え
て
み
よ
か
な

明
日
に
向
か
っ
て
私
に
向
か
っ
て

あ
な
た
に
向
か
っ
て

光
に
向
か
っ
て
幸
せ
に
向
か
っ
て

勇
気
を
な
く
し
た
夜
も
あ
る
け
ど

…
生
き
よ
う
（
詩　

秋
山
節
子
）

♪
「
生
き
よ
う
よ
」

人
は
人
に
よ
っ
て
傷
つ
く
け
れ
ど

人
に
よ
っ
て
し
か
癒
さ
れ
な
い
よ

だ
か
ら
私
は
人
が
好
き

ど
ん
な
に
傷
つ
く
こ
と
が
あ
っ
て

も
生
き
よ
う　

う
れ
し
い
と
き
も

悲
し
い
と
き
も
あ
な
た
を
信
じ
て

だ
か
ら
み
ん
な
の
や
さ
し
さ
に

こ
た
え
ら
れ
る
人
生
を

私
は
生
き
た
い

だ
か
ら　

つ
ら
さ
も
悲
し
み
も

い
つ
の
日
か
喜
び
に
変
え
て
私
は

生
き
た
い
（
詩　

秋
山
節
子
）

　

心
を
癒
し
て
く
れ
る
音
に
乗
せ

て
の
歌
や
朗
読
は
、
心
の
奥
深
く

ま
で
し
み
渡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
方
の
感
想
文
を
、

一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
す
ご
く
心
に
し
み
る
す
ば
ら
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
心
に
ぐ

っ
と
く
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ば
か
り
で

涙
が
出
た
。
知
ら
な
か
っ
た
ら
、

差
別
は
な
く
な
る
の
に
と
考
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。

・
今
日
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
た
。
ナ
ー

ス
ロ
グ
・
ア
ン
ド
の
皆
様
の
活
躍

が
更
に
日
本
・
世
界
へ
と
伝
わ
れ

ば
い
い
の
に
…
。

西条石鎚ライオンズクラブから
車椅子が贈呈されました

　西条石鎚ライオンズク

ラブから市内老人ホーム

の明水荘・石燧園・道前

荘に車椅子が寄付される

ことになり、10月７日㈮

に目録が市長に手渡され

ました。

　後日、車椅子は同クラ

ブが各老人ホームを訪問

し、贈呈されます。同クラブでは、贈呈にあわせて阿部春子氏のコ

ンサートも開催します。

■車に乗る回数を減らそう
ちょっとそこまで…
車で出かけていませんか？
子どものころは歩いていた距離ではありませんか？
自転車か、歩いて出かけるにはいい時季ですよ。

※３日に１回、往復10kmのところへ車に乗らないで出かけると、
　１カ月で約８㍑のガソリンが節約できます。
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▲竣工に当たり、あいさつを
　する安道光二社長。

▲９月29日に市庁舎で行われたコール
　センター開設の記者会見。

当日行われた工場見学。▲

　東ひうちに建設を進め
ていたワタキューセイモ
ア㈱四国工場が完成し、
伊藤市長をはじめ市内外
の関係者が招かれ、竣工
式が執り行われました。
　同工場では、四国エリ
アを中心に病院・福祉施
設やホテルなどを対象と
したリネンサプライ事業
（シーツや白衣などのク
リーニング）を展開。今
後の地元雇用拡大などが
期待されます。

　西ひうちに立地する愛媛サニタリープロダクツ㈱で
は、愛媛県と西条市の情報通信関連企業に対する奨励
金を受けて、11月から花王㈱の通信販売を行うコール
センターを開設することになりました。
　この奨励金は、市の企業立地促進条例に基づき交付
されるもので、市では今後もこうした奨励措置による
地元産業の活性化を進めて参ります。

　ＮＨＫ全国学校音楽コ
ンクールと全日本合唱コ
ンクール全国大会に出場
することとなった西条東
中学校の音楽部が市役所
を訪れ、全国大会出場を
報告。伊藤市長から激励
を受けた皆さんは、健闘
を誓い合いました。

　丹原福祉センターを
会場に、合併記念市民
俳句大会を開催しまし
た。小学生からお年寄
りまで、多くの俳句愛
好家が参加。参加者は
17文字に込められた作
者の思いやその状況を
思い浮かべて、心の交
流を深めていました。

　ひうち陸上競
技場で開催した
スキルウォーク
教室には、小学
生からお年寄り
まで約2 0 0人が
参加。
　元競歩日本代
表選手の忠政啓文さんや原義美さんなどトップアスリートから、
身体能力の向上に効果的な理想の歩き方を学びました。

　東予北地域交流セン
ターを会場に、合併記
念市民川柳大会を開催。
「再・石・純・予感・
うちぬき」をお題に詠
まれた句に、思わず笑
いや感嘆の声が上がる
など、参加者は多くの
すばらしい作品を心か
ら楽しんでいました。

　禎瑞地区の伝統行
事である「乙女川の
川狩り」が行われま
した。禎瑞小学校の
東側では子どもたち
が小船に乗り込み、
大きな獲物を狙って
一生懸命投網を打っ
ていました。

　大町・神戸地区の皆
さんが秋祭りを前に、
伊曽乃神社祭礼の「川
入り」が行われる加茂
川河川敷の清掃奉仕を
実施しました。
　おかげで河川敷はき
れいになり、気持ちよ
く祭りを迎えることが
できました。

　消防署では、昨年の
台風災害を教訓に、よ
り一層安全・安心なま
ちづくりに向け、災害
流木を使った看板を製
作しました。
　看板には「誠絆融和
（せいはんゆうわ）」
と書かれ、真実なまご
ころで人と人とがつながり、一つに解け合った仲間が市民の皆
さんからより一層信頼される消防体制をめざします。

愛媛サニタリープロダクツ㈱が
通販コールセンターを開設

10／12 ワタキューセイモア㈱四国工場が竣工

９／21　西条東中学校音楽部が全国大会出場

10／１　合併記念　市民俳句大会

10／９　スキルウォーク教室 10／２　乙女川の川狩り

10／２　秋祭りを前に一斉清掃 安全・安心なまちづくりに向け、精進します

10／９　合併記念　市民川柳大会

▼
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
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外国語指導助手
ジョン・モラエスさん

　インドのボンベイで生まれ、14歳の誕生日に家族と一緒
にニュージーランドに移住したので、現在の実家はニュー
ジーランドにあります。移住してから、旅行が好きでたま
らなくなりました。今まで行ったことがある所は、インド、

ニュージーランド、アメリカ、オーストラリア、フィジー、メキシコ、シンガポール、マレーシア、
タイ、中国、韓国そして日本です。この冬休みには、ベトナムとカンボジアに行きたいと思ってい
ます。
　13カ月前から、「東予は私の家」と呼んでいます。ここは大好きです。人間は素晴らしいし、仕
事、生徒など全てが好きです。来日してから剣道を続けて、中学校と小学校での剣道の練習はとて
も楽しいです。今年の７月に、剣道の昇段試験に合格しました。毎週バドミントンとテニスもして
います。日本語の勉強も始めました。日本語はとても難しいですが、言葉は美しいと思います。少
ししかわからないけど、日本語を使うのは好きです。間違いが勉強になるので、間違えることはあ
まり気にしません。逆に、日本人が私に一生懸命英語で喋ってくれる有り難さがよく分かりました。

ジョンの自己紹介No.7

　日本にずっといたいと思います。何故かというと、毎日新しいことを学べるので、とても刺激的だと思います。が、一
つおじけづくのは夏に出てくる大きな虫です。来ないでください！！！　　　　　　　　　　＜訳：アイリーン・リン＞
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中央保健センター　℡0897‒52‒1215　神拝甲324‒2　総合福祉センター内　
東予保健センター　℡0898‒64‒5333　周布606‒1　東予総合福祉センター内
丹原保健センター　℡0898‒68‒7300　丹原町池田1762‒1　丹原総合支所北隣
小松保健センター　℡0898‒72‒6363　小松町新屋敷乙48‒1　小松地域福祉センター内

子育て総合相談窓口にご相談ください！
～妊娠・出産から子育てまでの悩みの相談窓口を開設します

　子育てを一人で悩んでいませんか？
　妊娠や出産、育児や発達について心
配なことがありましたら、子育て総合
相談窓口にご相談ください。
　専門スタッフ（助産師・保育士・保
健師・栄養士・家庭児童相談員など）
が、みなさんと一緒に解決方法を考え
ていきます。
　また、妊娠中の方・乳幼児を持つ保
護者や家族の方に、気軽におしゃべり

しながら情報交換したり、仲間と交流できる機会と場所も提供しています。
　お気軽にご利用ください。
※２週間以内に感染症にかかった方や接触された方、治られて間もない方は
ご遠慮ください。
日　時　毎週火曜日　10時～15時
※予約は必要ありません。都合の良い時間帯にお越しください。
場　所　総合福祉センター（もてこい元気館）２階　健康指導室
問合せ　中央保健センター

▼ウォーキングの効用
　ウォーキングには、体脂肪・心拍数・血
圧・便秘・ストレスを減少し、持久力・内臓
機能・筋力・脳の機能・心臓に係わる機能な
どを増加する効用があります。特に体脂肪の
減少については、脂肪は運動開始後20分くら
いから燃え始めるといわれています。ウォー
キングなら運動強度が激しくなく、ペースを
調整できるので楽に続けることができ、着実
に脂肪を燃焼することができます。
　また、心配・不安・緊張・いらだちなどで
ストレスを感じることがあると、健康によく
ありません。歩くことで頭の中が真っ白にな
り、クヨクヨする心が吹き飛んできません
か？　長い距離を歩くと疲れるためぐっすり
眠ることもできます。
　目標を定め継続することにより、こころも
体も健康になりましょう。

▼ウォーキング完了認定者
　10月に完了認定証を交付した方は、次のと
おりです。（敬称略）
◆四国一周コース（940km）
　藤居一男（喜多川）
◆九州一周コース（1,840km）
　藏本俊雄（玉津）　　渡辺敦子（喜多台）
◆北海道一周コース（2,190km）
　渡辺哲也（喜多台）　難波江進（野々市）
◆全国一周コース（10,310km）
　宮崎　剛（禎瑞）　　佐伯尚三（楢木）
　眞木洋子（桑村）　　豊田明良（飯岡）
　杉田チヱ子（高田）　文野隅博（大町）

▲おめでとうございます。

▼歩け歩け教室のつどい
○小松保健センター
　11月１日㈫　９時30分～
○小松農村環境改善センター
　11月８日㈫　９時30分～
○問合せ　小松保健センター

11月は乳幼児突然死症候群（SIDS）対策強化月間
　乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ：Sudden Infant Death Syndrome）とは、

それまで元気だった乳幼児が、睡眠中に何の前触れもなく死亡してしまう病

気です。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守る５つの心がけ

■あおむけ寝で育てよう。
　医学上の理由で「うつぶせ寝」を勧められて

いるとき以外は、「あおむけ寝」にしましょう。

■タバコをやめよう。
　両親とも喫煙している場合、ＳＩＤＳの危険

が高くなります。妊娠中はもちろん、出産後も

赤ちゃんの周囲での喫煙はやめましょう。

■暖めすぎに気をつけよう。
　厚着や布団の掛けすぎを避け、赤ちゃんが自由に動けるくらいの衣類・寝具を使

用しましょう。掛け布団やタオルは赤ちゃんの顔にかからないようにしましょう。

■なるべく赤ちゃんを一人にしないで。
　よく眠っているからといって、長時間赤ちゃんを一人にしないようにしましょ

う。できるだけ、だれかが赤ちゃんと一緒にいるようにしましょう。

■できるだけ母乳で育てよう。
　人工乳に比べて、母乳で育てている方がＳＩＤＳの発生率が低いようです。母乳

がＳＩＤＳ防止に何らかのよい影響があるようです。
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腹部超音波検診

内容　腹部超音波検診では、膵臓がん、肝臓・胆のうがんなどの他に、腫瘍・結
石・ポリープなど、腹部臓器の異常を調べることができます。10分程度で検査
でき、痛みもなく人体に害はありません。検査料は無料です。
※ご希望の方は、小松保健センターへご連絡ください。

■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ

　子どもが遊んだり保護者の方が気軽にお

しゃべりできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（３日を除く）

　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

◆乳幼児相談

11/14㈪　中央保健センター

11/16㈬　丹原保健センター 

11/18㈮　小松保健センター

11/28㈪　東予保健センター

■成人向け健康相談　
◆健康相談

11/１㈫　禎瑞クロッケー場

11/４㈮　玉津公民館

11/７㈪　加茂町集会所

11/９㈬　西条公民館

11/10㈭　飯岡公民館

11/11㈮　河北会館

11/11㈮　神戸公民館

11/11㈮　橘公民館

11/25㈮　大町公民館

11/25㈮　神拝公民館

11/30㈬　氷見公民館

◆健康栄養相談

11/２㈬　中央保健センター

11/11㈮　小松保健センター

11/11㈮　桜樹公民館

11/16㈭　徳田公民館

11/25㈮　東予保健センター

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等について

認定産業医が相談に応じます。

○日時　11月24日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込み　地域産業保健センタ─（TEL0897

－36－1788）・西条市医師会（TEL0897－

56－2211）

■11月の献血日程
　現在血液が大変不足しています。献血に

ご協力をお願いします。

11/１㈫　フジグラン西条

11/15㈫　総合福祉センター

○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

13:30～15:30

14:00～15:30

9:30～11:00

13:30～15:00

10:00～11:30

9:30～11:00

13:30～15:00

14:00～15:30

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:00

9:00～11:00

9:30～11:30

13:30～15:00

13:30～15:00

13:30～14:30

10:00～11:30

12:30～16:00

10:00～16:00

　９月６日・７日に予定していた肺がん・結核巡回検診は、台風のため次の
日程に変更しました。
◎対象　18歳以上の方
　※肺がんＣＴ検診・肺がん検診を受診された方、受診される予定の方は必
　　要ありません。
◎申込み　不要
◎問合せ　小松保健センター

肺がん・結核巡回検診（胸部レントゲン）～小松地区

月日 時間 実施場所 月日 時間 実施場所

10：15～10：45 明穂集会所

11
月
８
日
㈫

11
月
９
日
㈬

９：30～10：00 安井集会所

11：00～11：30 西大頭集会所

14：15～14：45 小松農村環境改善センター

13：30～14：00 大郷集会所

15：00～15：30

10：15～10：45
11：00～11：30

14：15～14：45

13：30～14：00

15：00～15：30妙口上
能瀬睦子氏宅前

小松体育館
北川大開集会所

小松中学校
体育館前

北川集会所

川原谷集会所

９：30～10：00 妙口原集会所

日時 場所

小松保健センター
11月14日㈪　９：00～11：30
11月15日㈫　９：00～11：30

小松農村環境改善センター

11月16日㈬　９：00～11：30 小松保健センター

元気はつらつコンクール参加者募集
対象　平成17年４月１日現在、満80歳以上で、

自分自身の天然の歯が20本以上あり、11月16
日㈬に西条中央保健所で実施する歯科健診に
出席できる方。

応募締切　11月14日㈪
申込先　中央保健センター

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

11月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

24日㈭ 13：00～14：30 中央 西条
16日㈬ 13：00～13：30 東予 東予平成17年７月１日～

７月31日の出生児
平成17年６月１日～
７月31日の出生児30日㈬ 13：00～13：30 小松 小松

１歳６カ
月児健診 17日㈭ 13：00～14：30 中央 西条

平成16年４月１日～
４月30日の出生児

２日㈬ 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

９日㈬ 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松平成14年10月１日～
10月31日の出生児10日㈭ 13：00～14：30 中央 西条
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○11月17日㈭　13時～17時　禎瑞公民館

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462
○毎週月・水・金曜日（23日を除く）　９時～16時

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■行政相談
○11月１日㈫　13時～16時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315
○11月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230
○11月10日㈭　13時～16時　小松農村環境改善センター

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212
○11月14日㈪　13時～16時　　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

■法律相談　事前に予約が必要。（予約受付は11月１日～）
　内容　弁護士が担当(定員15人、１人15分)
○11月９日㈬・30日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462
○11月16日㈬　13時～17時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（３日・23日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日（23日を除く）13時～16時

　主催　社会福祉協議会

■司法書士法律無料相談
　11月８日㈫　10時～12時　東予総合支所第１会議室

■社会保険等相談
　11月10日㈭　10時～16時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　TEL0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○11月17日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

○11月15日㈫・30日㈮　10時～15時30分　西条商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　TEL0897－35－1300

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」TEL0897－55－1018
※平日は、次の地域子育て支援センターでも子育て不安等に対す

る相談を行っています。

　○ひだまり　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　東予南保育所内　TEL0898－64－3074

　○たんぽぽクラブ　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

■青少年電話相談
ヤングテレホン

　TEL0897-52-2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－56－4976（西条警察署）　TEL0898－65－4976（西条西警察署）

ヤングホットライン

　TEL089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■交通事故相談　※事前予約が必要
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：11月21日㈪

　場所　西条地方局４階　TEL0897－56－1300内線251

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：TEL0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：TEL0570－700－370

■土地建物取引相談
　11月８日㈫　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　TEL0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　11月10日㈭　13時～15時　東予市商工会議所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　11月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　11月２日㈬　10時～15時　東予総合支所第１会議室

　11月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館101会議室

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　TEL0897－56－5151内線2326

◆「ねんきんダイヤル」サービスを実施

　全国どこからでも年金に関する電話相談が受けられる、「ね

んきんダイヤル」をご利用ください。

　一般固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金でご

利用できます。

　全国どこからでも次の番号におかけください。

○年金の請求や年金にかかる相談

　0570－05－1165（いいろうご）

○すでに年金を受け取っている方の年金相談

　0570－07－1165（いいろうご）

◆全国一斉「女性の人権ホットライン」電話相談

日時　11月20日㈰　９時～21時
電話番号　089－932－1875
相談内容
　女性の人権問題に関するあらゆる相談

　（予約不要・無料・秘密厳守）

相談担当者
　人権擁護委員（弁護士資格を有する者を含む）

　法務局職員

主催　松山地方法務局、愛媛県人権擁護委員連合会
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　秋祭りも終わり、ぐっと気温が
下がってきましたね。皆さん、秋
祭りは楽しめましたか？私たちは
といえば、市内を祭り取材で走り
回っていました。
　特に、伊曽乃神社祭礼（お旅所
→御殿前→川入り）を取材後、小
松だんじり統一寄せへ急行した日
は、ほとんど寝てないため異様な
テンションで、シャッターをきり
続けました。翌日、寝不足と筋肉
痛に苦しみながら向かった先は…
やっぱりお祭りなのでした。（べ）

▼ 人口のうごき
人 口	 116,426人	（－16人）
男	 	55,724人	（－10人）
女	 60,702人	（－ 6 人）

世 帯	 46,101世帯	（＋52世帯）
平成17年９月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記
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10
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時

■
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丹
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町
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田
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６
５
７

TEL
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８
９
８―

６
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７
２
７
５

■
駐
車
場　

あ
り

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、  でお知らせしています。

　　　　　診療時間　　９時～18時
月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

11/３
内科 あおのクリニック 浦部医院（洲之内甲） （小松町新屋敷）

外科 村上記念病院 田渕外科（大町） （北条）

11/６
内科 和田内科皮膚科 共立病院（大町） （三津屋南）

外科 おち医院 神野外科（明屋敷） （三津屋南）

11/13
内科 こもだ医院 近藤クリニック（福武甲） （周布）

外科 済生会西条病院 角産婦人科（朔日市） （三津屋南）

11/20

11/23

11/27

内科 としもり内科 松田循環器科内科（下島山甲） （三津屋南）

外科 松本整形外科 行本医院（神拝甲） （三芳）

℡52－1155

℡56－2300

℡55－0515

℡53－9360

℡56－9511

℡55－5100

℡53－6300

℡52－1011

℡72－3266

℡65－5651

℡64－2662

℡64－3366

℡64－2760

℡64－3168

℡76－1117

℡66－0609

内科 済生会西条病院 こまつ医院（朔日市） （小松町新屋敷）

外科 伊賀整形外科 平田クリニック（玉津） （周布）

℡55－5100

℡52－0800

℡72－5862

℡76－2256

内科 あぜち内科 河野内科（樋之口） （丹原町寺尾）

外科 矢野医院 いしづちやまクリニック（古川甲） （周布）

℡52－1630

℡55－1777

℡73－2950

℡68－8885

第
７
回
　

も
み
じ
の
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徳能橋

徳田小
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原
小

Ｎ
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線
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屋
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線

西山入口
　バス停
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山
興
隆
寺

●ＧＳ

●
商
店

丹
原
総
合
支
所

●
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

【11月の休館日】　毎週月曜日（７日・28日開館）、４日㈮、24日㈭、30日㈬ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【11月の休館日】　毎週月曜日、４日㈮、24日㈭ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

▼ 総合文化会館

▼ 丹原文化会館

11月12日㈯チケット発売開始

西条市の子どもたちと劇団フジが贈る

１/22 日 14時開演
丹原文化会館大ホール

'06
２/４ 土 18時30分開演
総合文化会館大ホール

'06

２/13 月 19時開演

総合文化会館大ホール

'06

11月13日㈰チケット発売開始
一　般（高校生以上）：1,000円
子ども（中学生以下）：  800円
※乳児（３歳以下）の入場はご遠慮ください。

佐野元春コンサート

全席指定　7,000円

全席指定　4,000円

共催事業

撮影：齋藤清貴

11月13日㈰チケット発売開始

総合文化会館　℡0897－53－5500
丹原文化会館　℡0898－68－3555
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